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1 製品概要 

本モジュールは Windows-OS を搭載したサーバのリソース監視を強化するためのモジュールです。

Windows にデフォルトで実装されている SNMP エージェントを利用し、閾値を設定し障害検知時に

は SNMPマネージャーへトラップを転送します。 

 

本モジュールにて監視できる項目は以下のとおりです。 

 Windowsサービス監視 

 プロセス監視 

 CPU利用率 

 メモリ使用量 

 Windowsイベントログ 

 テキスト形式のログファイル 

 

【動作環境】 

機能項目 SNMP Agent モジュール 

OS Windows Vista/7/8 (32/64bit) 

Windows server 2003 R2/2008/2008 R2/2012/2012 R2 (32/64bit) 

必要プログラム SNMPエージェント（Windows 付属） 

Java Runtime Enviroment 7 以上 

.NetFramework 4.5.1 以上 
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2 インストール 

SNMP-L2インストールする際は、Administrator権限を持つユーザーでログインしインストールして

ください。 

 

1. インストーラーを起動します。 

2. 「次へ」をクリックします。 

 

 
 

3. 「同意します」を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

 
 

4. インストールディレクトリを選択し、「次へ」をクリックします。 
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5. フォルダ名を入力し、「インストール」をクリックします。 

 

 
 

以下の画面でインストール完了です。 
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3 環境設定 

環境設定では、MIBを取得するためのコミュニティ名やトラップの送信先設定を行います。 

 

 

項目 説明 

トラップ送信先設定 管理サーバ 1 トラップ送信先の IPアドレス（IPv4/v6） 

2 の設定は任意 管理サーバ 2 

ポート トラップ送信先のポート 

文字コード トラップの文字コード 

コミュニティ トラップコミュニティの設定 

基本設定 読み取りコミュニティ MIB を取得する際のコミュニティ名 

アクセスモード SNMP のバージョン設定 

インターバル MIB の取得間隔 

IPv6 対応 サーバが IPv6 のみ対応している場合に使用 

 Windows SNMP との接続確認 

 設定の保存 



 
Copyright ©  LogicVein Inc. All Rights Reserved. 

4 プロセス監視 

稼動しているプロセスの監視設定をします。 

 

【設定手順】 

1. 「プロセス」欄に監視するプロセスを入力、または、  をクリックし現在稼動しているプロセ

ス一覧から監視するプロセスを選択します。 

 

 

 

 

 

 

MIBを取得して 

現在稼動しているプロセスを表示 
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2. 「しきい値設定」にて、条件を入力します。 

 

 

 

【入力例】 

snmp32.exe > 5  snmp32.exeが 6個以上存在する場合にトラップ送信 

snmp32.exe >= 5 snmp32.exeが 5個以上存在する場合にトラップ送信 

snmp32.exe < 5  snmp32.exeが 4個以下の場合にトラップ送信 

snmp32.exe <= 5  snmp32.exeが 5個以下の場合にトラップ送信 

snmp32.exe != 5  snmp32.exeが 6個以上、4個以下の場合にトラップ送信 

snmp32.exe = 5  snmp32.exeが 5個存在する場合にトラップ送信 

 

3. 「トラップメッセージ」欄にトラップが送信された際のメッセージを入力します。このメッセージに

は以下の引数を使用することが可能です。 

 

 

 

引数 説明 

$P プロセス名 

$s 不等号 

$c 現在の稼働数 

$o しきい値で設定されたプロセス数 

 

【入力例】 

トラップメッセージ欄 $Pがしきい値を超過しました。(現在値：$c) $s (しきい値：$o) 

  

  

トラップメッセージ snmp32.exeがしきい値を超過しました。(現在値：6) > (しきい値：5)  
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4.  ボタンをクリックして設定を保存します。 
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5 サービス監視 

サービスの稼働状況を監視します。万が一、サービスがダウンした場合にはサービスを起動する

設定を行うことが可能です。 

 

【設定手順】 

1. 「サービス」欄に監視するサービスを入力、または、  をクリックし登録されているサービス

一覧から監視するプロセスを選択します。 

 

 

 

 

 

MIBを取得して 

登録されているサービスを表示 
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2. サービスが停止した場合に起動させたい場合にはチェックを有効にし、コマンドを入力します。

※この設定はオプションです。必須ではありません。 

 

 

 

3. 「トラップメッセージ」欄にトラップが送信された際のメッセージを入力します。このメッセージに

は以下の引数を使用することが可能です。 

 

 

 

引数 説明 

$S プロセス名 

 

【入力例】 

トラップメッセージ欄 $Sサービスが停止しました。 

  

  

トラップメッセージ netLDサービスが停止しました。 

 

4.  ボタンをクリックして設定を保存します。 
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6 CPU 監視 

サーバの CPU 利用率の監視を行います。この監視では、「HrProcessorEntry」の MIB テーブルを

使用し監視を行います。Windowsタスクマネージャーのパフォーマンスタブで確認できる CPU利用

率とは少し異なりますのでご注意ください。 

 

【設定方法】 

1.  をクリックししきい値を設定する index を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

MIBを取得して 

現在の値を表示 
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2. 「設定」にしきい値と積算回数（もしくは連続回数）を設定します。 

 

     <積算回数選択時>                <連続回数選択時> 

     

 

【入力例】・・・しきい値：30  （ インターバルタイム：60秒 ） 

積算回数 1 CPU利用率が 30%を 1回超えた場合にトラップ送信 

しきい値  

  

  

  

  

積算回数 3 CPU利用率が 30%を 3回超えた場合にトラップ送信 

しきい値  

  

  

  

  

連続回数 3 CPU利用率が 30%を 3回連続で超えた場合にトラップ送信 

しきい値  

  

  

  

 

 

3. 「トラップメッセージ」欄にトラップが送信された際のメッセージを入力します。このメッセージに

は以下の引数を使用することが可能です。 

 

 

 

トラップ送信 

トラップ送信 

トラップ送信 

60 秒 

60 秒 

60 秒 
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引数 説明 

$C CPU使用率 

$T しきい値 

$O 連続回数 

$o 積算回数 

 

【入力例】 

トラップメッセージ欄 CPU利用率 30%を$o回超過しました。 

  

  

トラップメッセージ CPU利用率 30%を 3回超過しました。 

 

4.  ボタンをクリックして設定を保存します。 
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7 メモリ監視 

サーバのメモリ使用量の監視を行います。 

 

【設定方法】 

1.  をクリックししきい値を設定する index を選択します。 

 

 

 

 

 

 

2. 「設定」にしきい値と積算回数（もしくは連続回数）を設定します。 

 

        <積算回数選択時>              <連続回数選択時> 

       

 

MIBを取得して 

現在の値を表示 
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【入力例】・・・しきい値：4GB  （ インターバルタイム：60秒 ） 

積算回数 1 メモリ使用量が 4GBを 1回超えた場合にトラップ送信 

しきい値  

  

  

  

  

積算回数 3 メモリ使用量が 4GBを 3回超えた場合にトラップ送信 

しきい値  

  

  

  

  

連続回数 3 メモリ使用量が 4GBを 3回連続で超えた場合にトラップ送信 

しきい値  

  

  

  

 

3. 「トラップメッセージ」欄にトラップが送信された際のメッセージを入力します。このメッセージに

は以下の引数を使用することが可能です。 

 

 

 

引数 説明 

$U メモリ使用量 

$T しきい値 

$O 連続回数 

$o 積算回数 

 

 

 

 

 

トラップ送信 

トラップ送信 

トラップ送信 

60 秒 

60 秒 

60 秒 
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【入力例】 

トラップメッセージ欄 メモリ使用量が 4GBを$o回超過しました。現在値：$UGB 

  

  

トラップメッセージ メモリ使用量が 4GBを 3回超過しました。現在値：4.23GB 

 

4.  ボタンをクリックして設定を保存します。 
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8 ログ監視 

サーバ稼働しているアプリケーションのログや Windowsのイベントログの監視を行います。特定の

文字列を指定し、その文字列が含まれていたログを検知しマネージャーへトラップ送信します。 

※アプリケーションのログはテキスト形式に限ります。バイナリ形式のログは監視できません。 

 

8-1 アプリケーションログの監視設定 

アプリケーションのログの監視では、ログタイプを「FileLog」に設定します。 

 

1. ログタイプを「FileLog」に設定し、 をクリックして監視するログファイルを指定します。 

 

 

 

2. ファイルの文字コードを指定後、マッチルールに検知する文字列を入力します。 

 

 

※マッチルールは正規表現で指定します。 

 

3. トラップメッセージを指定し、 をクリックし追加します。 

 

 

 

4. 最後に をクリックし、設定を反映させます。 

 

 

※ をクリック後、ログファイル監視のプログラムが自動で再起動し、設定が反映されます。 
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8-2 Windows イベントログの監視設定 

アプリケーションのログの監視では、ログタイプを「WinLog」に設定します。 

 

1. ログタイプを「WinLog(xxx)」に設定します。監視したいログに合わせて指定して下さい。 

 

 

 

 

2. マッチルールに検知する文字列を入力します。 

 

 

※マッチルールは正規表現で指定します。 

 

3. トラップメッセージを指定し、 をクリックし追加します。 

 

 

 

4. 最後に をクリックし、設定を反映させます。 

 

 

※ をクリック後、ログファイル監視のプログラムが自動で再起動し、設定が反映されます。 
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9 アンインストール 

1. Windowsのコントロールパネルを開き、「WindowsSNMP-L」をアンインストールします。 

 

 

 

2. 「アンインストール」をクリックし、アンインストールします。 
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10 Windows SNMP のインストール/設定 

Windows SNMP-L が動作するためには、Windows SNMP がインストール/設定されている必要が

あります。 

 

10-1 インストール（Windows server 2008/2008 R2） 

1. Windowsのスタートから「コントロールパネル」を開きます。 

2. 「Windowsの機能の有効化または無効化」をクリックします。 

 

 

 

3. 機能を選択し、「機能の追加」を選択します。 
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4. 「SNMPサービス」にチェックを挿入し、「次へ」をクリックします。 

 

 

5. 「インストール」をクリックし、インストールします。 
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以下の画面が表示されれば、インストール完了です。 

 

 

 

10-2 インストール（Windows 7） 

1. Windowsのスタートから「コントロールパネル」を開きます。 

2. プログラムと機能をクリックします。 
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3. 「Windowsの機能の有効化または無効化」をクリックします。 

 

 

4. 「簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP)」にチェックを入れ、OK をクリックします。 
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10-3 Windows SNMP の設定 

1. Windowsのサービスを開きます。 

2. サービス一覧より、「SNMP Service」を右クリック->[プロパティ]をクリックします。 

 
 

3. 「セキュリティ」タブに移動し、コミュニティ名やアクセスできるホストの設定をします。 

 

 

4. 「OK」をクリックします。 

 

以上で設定が完了します。 

 

 

 


